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基準１　教育理念・目的・育成人材像

	点検大項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	　本校の教育理念、目的、人材育成像については、学則等で明記しており、教職員にも周知している。学外へは学校案内、ホームページを通じて公表も行っている

　また、本校では数年に一度、より教育効果を高めるため必要に応じカリキュラムの編成の見直しを行っており、その度に教育理念、目的、育成人材像の確認を行うことが出来ている。
	　本校の教育理念
　「人間愛」「仁のこころ」を教育の基礎理念として、社会に貢献できる柔道整復師の育成を目指して、次の教育目標を掲げている。

　１）基礎・臨床知識の習得
　２）基本的な問題解決能力や判断力の習得

　３）基本的で安全な施術の習得

　４）医療人としての人格の形成

　５）生涯学習の出来る能力の習得

このため現代的基礎医学だけでなく、伝統医学としての柔道整復をしっかり習得させるため、実技・実習に力を注ぎ、実践力を養っている。


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


1-1　理念・目的・育成人材像
	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	1-1-1　学校が教育を行う理念・目的・育成人材像などが、明確に定められているか
	５
	明確に定められている
	理念及び育成人材像は学校案内、目的は学則に明記されている
	特になし
	学校案内、学則

	1-1-2　理念・目的・育成人材像を実現するための具体的な計画・方法を持っているか
	３
	毎年検討している。必要があれば見直しを行う
	職員会議で問題点をフィードバックして、カリキュラム編成に反映させている
	特になし


	学則

	1-1-3　理念・目的は、時代の変化に対応し、その内容を適宜見直されているか
	２
	確認はするが見直されたことはあまりない
	普遍的な意味合いが強いと判断している
	特になし
	会議録

	1-1-4　理念・目的・育成人材像等は、教職員に周知され、また学外にも広く公表されているか
	４
	職員会議で周知徹底するとともに学校案内で公表している
	学校案内、ホームページで公表している
	特になし
	学校案内、ホームページ


*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	理念・目的・人材像はできるだけわかりやすく、具体的に示しており、学生・教職員への周知は図られている。ただ、日々進歩する技術をいかに取り込んでカリキュラムに具体化していくか、課題はあるように感じている。
	特になし


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


基準２　学校運営

	点検大項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	学校運営に関しては、学園及び学校の方針に沿うように組織の役割や意思決定システム、就業規則に則した制度を有効的に活用している。
原則は、規定や校務分掌に従って業務にあたっているが、小規模校のメリットを活かして、課題に対してはもっと柔軟に臨機応変に対応することも必要であろうと感じている。
	小規模校（柔道整復科のみ、夜間過程のみ、1学年1クラス30名定員）


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


2-2　運営方針
	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	2-2-1　学校の目的、目標に基づき、学校運営方針は明確に定められているか
	3
	運営方針は明確に定められている
	年度末や年度初めの職員会議で総括及び方針や目標について議論することで明確化している。
	目標に対して結果が伴わない場合、その反省を次年度に活かす
	会議録


	2-2-2　学校運営方針はきちんと教職員に明示され、伝わっているか
	4
	教職員に伝わっている
	年度末や年度初めの職員会議で総括及び方針や目標について議論することで明確化している。
	特になし
	会議録

	2-2-3　学校運営方針を基に、各種諸規定が整備されているか
	4
	各種制度策定時に規定を整備している。
	年度末や年度初めの職員会議で総括及び方針や目標について議論する際に、議題に上がり検討されている。
	特になし
	学則

就業規則




*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	運営方針に沿った目標達成のため、職員会議を中心に議論及び周知徹底している。
	特になし


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


2-3　事業計画
	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	2-3-1　学校の目的、目標を達成するための事業計画が定められているか
	3
	事業計画は定められている
	職員会議で設定及び確認がされており、内容についても議論されている
	常に目的を見据えて計画を立てる必要があり、教職員間でのより活発な意見交換が必要である
	会議録


	2-3-2　学校は事業計画に沿って運営されているか
	4
	事業計画を定め、それぞれの分野における責任・役割などを明確にして運営を行っている
	毎期ごとに検証し問題点の修正を行っている
	計画に問題点があった場合には、随時、職員会議を行い改善に努める
	年間予定表
会議録



*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	事業計画を定め教職員への周知徹底し、教職員の自立的な計画・実行を促す
	特になし


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


2-4　運営組織
	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料


	2-4-1　運営組織図はあるか
	4
	毎年度、組織図を作成している
	小規模な学校ではあるが、組織図（分掌）を作成している
	形式的なものにならないように調査、検討が必要である
	学校要覧

	2-4-2　運営組織や意思決定機能は、学校の目的、目標を達成するための効率的なものになっているか
	4
	目的・目標を達成するため、効率的なものになっている
	校長を中心に教務主任、事務と連携して進めている。
	目的・目標に向け効率化・実行力をつける事が、今後の課題である
	会議録
学校要覧



	2-4-3　教職員それぞれの校務分掌が明確になっているか
	4
	校務分掌は明確になっている
	具体的な内容にしている
	形式的なものにならないように調査、検討が必要である
	学校要覧
校務分掌


*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	運営組織図・校務分掌を明確にし、効率的に実行している。
	特になし


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


2-5　人事・給与制度
	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	2-5-1　学校運営に必要な人材の確保と育成が行われているか
	4
	講師の人材確保には、細心の注意を払っている
	平成27年度は専任教員5名及び講師15名の構成となっている
	講師の確保が難しい場合は、人材派遣会社等を頼る以外方法がない
	履歴書

	2-5-2　人事考課制度は整備されているか
	NA
	整備していない
	学園の方針と合致しないため
	専門学校として今後制度の必要性を検討することは必要であると感じている
	特になし


	2-5-3　賃金制度は整備されているか
	4
	学園と専門学校独自の給与表を適用している
	専任の場合は学園の給与表を適用しているが、1年契約者については、資格や経験等を考慮し個別に決定している
	特になし
	就業規則

	2-5-4　採用制度は整備されているか
	4
	学園の規定に基づいている。


	専任教職員採用の場合は、学園の規定に基づき採用している。1年契約者については、総合判断により契約している
	特になし
	履歴書

就業規則


*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	原則、教職員の人事・給与制度に関しては、就業規則に則っている
	特になし


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


2-6　意思決定システム

	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	2-6-1　意思決定システムは確立されているか
	4
	職員会議で決定することが主であるが、小会議なども活用している
	校長を中心として、職員会議などで意思決定を行っている
	小規模な組織の特長を活かして、より柔軟な対応が必要であると感じている
	会議録

	2-6-2　意思決定プロセスのポイントとなる仕組み(会議等)が制度化されているか
	4
	月に1回の職員会議等、毎週の小会議を設定している
	職員会議、入試判定会議、成績会議、進級判定会議、小会議を実施している
	特になし
	会議録


	2-6-3　意思決定の階層・権限等は明確か
	4
	階層・権限等は明確であり効率的に行われている
	意思決定の最高責任者は校長である
	特になし
	会議録


*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	意思決定システムに関しては、会議を中心に確立されている
	特になし


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


2-7　情報システム

	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	2-7-1　業務効率化を図る情報システム化がなされているか
	3
	少しずつ情報システム化により業務効率化を図っている
	小規模な学校のため情報システム化は遅れていたが、近年少しずつ進んできている
	今後も業務効率化を図るためにより積極的に進めることが必要であると感じる
	成績資料
指導要録


*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	以前までは、小規模の学校であるため情報システム化は遅れていたが、今後は業務効率化のために積極的に導入を検討する必要がある
	特になし


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太



基準３　教育活動

	点検大項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	教員の確保や指導体制及び授業アンケートなどを整備して、高い国家試験合格率を継続的に実現することと、育成人材像に合致した社会に貢献できるよう学生の輩出を目指している。
	全国で唯一の夜間部のみの柔道整復師養成校として、在校生の多くが社会人という特長がある。
1学年1クラス30名定員の少人数制教育による、きめ細かい指導の徹底がされているので、学習面に不安のある方でも安心して国家試験に臨める。


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


3-8　目標の設定
	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	3-8-1　各学科の教育目標、育成人材像は、その学科に対応する業界の人材ニーズに向けて正しく方向づけられているか
	4
	知識や技術だけではなく、社会に貢献できる柔道整復師の育成を心がけている
	教育理念などにも関わる内容で、ホームページの教員メッセージなどにも記載されている
	特になし
	ホームページ


*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	柔道整復師を取得後は、各方面で活躍できる資格であり、卒業して社会に貢献できるような柔道整復師を輩出することが目標である
	授業においても柔道整復理論を中心に理解を深めつつ、社会貢献という面も重視して展開している


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


3-9　教育方法・評価等
	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	3-9-1　学科のカリキュラムは、目標達成に向け十分な内容でかつ体系的に編成されているか
	4
	編成されている
	見直しの際に職員会議を中心に議論して編成している
	実施した結果を検証して常に見直しを行えるようにする必要がある
	議事録

	3-9-2　カリキュラムを定期的に見直しているか
	4
	数年に１度実態に即した見直しを行っている
	学則に変更年月日を記載している
	常に教育効果を念頭にカリキュラムを見直せる体制をつくる
	学則

	3-9-3　各科目の指導内容、方法等を示したシラバスが作成されているか
	5
	作成されている
	シラバスを学生、教員に明示し、授業の基本にしている
	学期ごとの作成において授業開始前の配布を意識する
	シラバス

進度表

	3-9-4　授業内容の設計や教授法等の現状について、その適否につき学科や学校として把握・評価する体制があるか
	4
	体制はある
	学生へのアンケートを実施している。
	アンケートのフィードバックを重視した、実施後の回答方法を模索している
	アンケート
アンケート集計表


*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	カリキュラム及びアンケートの導入・検討は、国家試験合格という目標に向かって、よりよい授業内容、指導方法を目指す上で必要不可欠である。今後も常に検討していく体制が必要である。
	年に1回の授業アンケートを中心に、授業の実態を把握して、よりよい授業を実施できるように改善に努めていく


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


3-10　成績評価・単位認定等
	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	3-10-1　成績評価・単位認定の基準は明確になっているか
	5
	明確になっている
	必要な出席数日数を3/4とし、評価基準点を60点以上に設定している
	基準としての問題点は感じていないが、より厳格に指導徹底をしていく必要がある
	学生手帳
内規

	3-10-2　他の高等教育機関との間の単位互換に関する明確な基準があるか
	5
	単位互換による免除などを積極的にすすめている
	柔道整復師学校養成施設指定規則第二条備考に定められた学校で取得した単位について互換を行っている
	より積極的な単位互換により、社会人の受け入れを柔軟に行っていく
	学則

学校案内


*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	成績評価、単位認定の基準は、評価基準点と出席日数で厳格に定められている。
単位互換は、大学や専門学校等の成績証明書を基に指定規則に定められた通りに認めている。
	特になし


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


3-11　資格・免許取得の指導体制
	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	3-11-1　目標とする資格はカリキュラムの上で明確に定められているか
	5
	定められている
	柔道整復師の取得を目的とする養成校である。
	特になし
	カリキュラム

	3-11-2　目標とする資格の取得をサポートできる教育内容になっているか
	5
	サポートできる教育内容になっている
	国家試験合格率の高い水準を目標に教育活動にあたっている
	高い国家試験合格率を保つために常に教育内容の検討は必要
	カリキュラム


*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	柔道整復師の取得を目的とした養成校であるため、高い国家試験合格率を目指して教育活動にあたっている。通常授業に加え、サポートとして補習、個別指導、習熟度別課題等を設けている。
	少人数制であるため、一人ひとりに合ったきめ細かい指導を心がけている


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


3-12　教員・教員組織
	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	3-12-1　学科の育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保しているか
	4
	確保している
	柔道整復師学校要請施設指定規則に定められた資格要項を満たす教員を確保している。
	欠員ができた時点で探し始めているので、欠員補充の余裕がない
	履歴書

免許状

	3-12-2　教員の専門性を向上させる研修を行っているか
	2
	学内では行っていない
	自発的に外部の研修に参加している
	学校としては行えていないが、個人での研修を促せるような体制作りを考える
	特になし

	3-12-3　教員の教授力(インストラクションスキル)を向上させる研修を行っているか
	2
	学内では行っていない
	検討すべき課題としてあるが具体的に実施されていない
	研究授業などからスタートできるように、教職員で研鑽を積んでいく
	特になし

	3-12-4　非常勤講師の採用基準は明確か
	4
	明確である
	柔道整復師学校養成施設指定規則に定められた資格要項を満たす教員を確保している
	欠員ができた時点で探し始めているので、欠員補充の余裕がない
	履歴書

免許状


*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	柔道整復師学校養成施設指定規則に定められた資格要項を満たし、専門性の高い教員を採用している
	夜間部という特性上、臨床で実践経験豊富な教員を確保しているが、欠員補充には余裕がない


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


基準４　学修成果

	点検大項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	柔道整復師国家資格の取得を目指す養成校として、国家試験の取得は大前提である。その中で、常に安定して高い国家試験合格率を打ち出すことが目の前の取り組む課題である。
卒業生との関係性も広報活動や情報収集の面を考慮してしっかり構築していくことが重要である。卒業生の多くは各地でそれぞれに活躍をしているので、学校としてバックアップしていく体制をとっていくことが課題である。
	小テストや期末試験、模擬試験の結果を加味して、その都度指導方法を協議して対応している。

卒業生に関しては、卒業生対象の講演会や勉強会を実施しつつ、卒業生との関係を保つよう取り組んでいる。しかし、年数が経つにつれて、関係が希薄になる傾向は否定できない。そのため、卒業生のニーズを常に把握して、実践する工夫が必要であると感じている。


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


4-13　就職率

	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	4-13-1　就職率の向上が図られているか
	4
	図られている
	学校に寄せられる求人情報や就職セミナーを経て個別で対応している
	就職相談会等の形式は合わないと感じている中で、より良い就職サポートを模索中である
	進路先調査

	4-13-2　就職成果とその推移に関する情報を明確に把握しているか
	3
	多少把握している
	動向のわかる卒業生や、人材派遣会社経由の就職状況などの情報を元に把握している
	初期の卒業生の把握が難しくなっているため、同期で連絡のつく人から調査する必要がある
	特になし


*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	学校に寄せられる求人情報や就職セミナーを中心に就職対策を実施している。就職セミナーに関しては、人材派遣会社とタイアップして、就職率の向上を図っている
	在校生の多くが社会人のため、就職の際の年齢を気にするケースが少なくない。夜間部独自の就職支援ができると良いと考えている


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


4-14　資格・免許の取得率
	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	4-14-1　資格取得率の向上が図られているか
	4
	図っている。
	補講、小テスト実施の新たな仕組みを常に模索して実行している
	不参加、未実施の学生の対応が課題となっていく
	補講資料、小テスト

	4-14-2　資格取得者数とその推移に関する情報を明確に把握しているか
	5
	把握している
	試験財団からの情報を把握、保管している。
	特になし
	学校別合格者一覧


*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	国家資格の取得を目指す養成校として、学生が国家資格を取得することは大前提であるという観点から、毎年安定して高い国家試験合格率を打ち出すことは必須業務であり、それに伴い新たな仕組みを構築している。
	左記の取り組みとして、現在、授業前、授業後の補講、習熟度別課題、成績不振者には個別指導を行っている。


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


4-21　（1/1）

4-15　卒業生の社会的評価
	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	4-15-1　卒業生・在校生の社会的活躍及び評価を把握しているか
	3
	多少把握している
	卒業生訪問や連絡を取ることで把握している
	より多くの卒業生の詳細を把握して広報活動などにも役立てたい
	ホームページ
学校案内

	4-15-2　卒業生の例として特筆すべきものを記述できるか
	4
	記述できる例はある
	独立開業した院長の声やスポーツトレーナーとしての活躍を発信している
	より多くの卒業生の詳細を把握して広報活動などにも役立てたい
	ホームページ
学校案内

	4-15-3　在学生や卒業生の作品や発表が、外部のコンテスト等で評価されたか
	NA
	事例がない
	現在のところ必要性を感じていない
	特になし
	特になし

	4-15-4　在学生や卒業生の作品や発表が、外部のコンテスト等で評価された例として記述できるか
	NA
	事例がない
	現在のところ必要性を感じていない
	特になし
	特になし


*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	学校の運営を検討した場合、卒業生の関係性は非常に重要である。今度とも卒業生との関係を重要課題として学校運営に取り組んでいく。
	卒業生の中には独立開業している者も多く、卒業生のニーズを捉えつつ、学校運営に協力してもらいたい


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


基準５　学生支援

	点検大項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	専門学校の養成校として国家試験の合格という目標が前提であるが、合格後の就職支援の体制も整える必要がある。
近年は、人材派遣会社の協力を得て、就職セミナーを実施している。早期の段階で就職に対して意識させる環境をつくっている。
学生対応に関しては、個々の問題を早期に把握することで担任を中心に対処できていると思う。
	在校生の大半が社会人であるため、仕事をしながら、家庭を持ちながらの通学というケースが多い。時間や金銭面での制約を抱えているため、考慮しつつ、効率的な学習を提案できるようにしたい。



	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


5-16　就職等進路
	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	5-16-1　就職に関する説明会を実施しているか
	4
	実施している
	各学年就職セミナーを実施している
	今後も学生のニーズに応えられるようカスタマイズしていく
	就職セミナー資料

	5-16-2　就職に関する学生個別相談を実施しているか
	5
	実施している
	担任による個別相談において、就職について確認している。
	社会人が多い中で、個別の課題を確認しながら対応する必要がある
	就職先アンケート

	5-16-3　就職の具体的活動(履歴書の書き方など)に関する指導を実施しているか
	3
	全体に対してではないが実施している
	就職活動経験の少ない学生への就職対策として取り入れている
	今後も学生のニーズに応えられるようカスタマイズしていく
	就職セミナー


*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	就職指導に関しては、求人紹介会社の協力を得て就職セミナーや担任の個別相談にて対応している
	学生の約9割が社会人であるため、個別での対応が主であるが、就職活動経験の少ない者もいるため、対策としては必要である


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


5-17　中途退学への対応
	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	5-17-1　退学率の低減が図られているか
	4
	図られている
	担任による面談や日頃の声かけにより事前に対応している
	学生の健康状態など対応が難しい場合も少なくない
	個別面談表
退学届簿

	5-17-2　入退学者数とその推移に関する情報を明確に把握しているか
	5
	把握している
	入学者、退学者を把握して記録している
	傾向と対策に着目した対応をして次に活かしていく必要を感じている
	調査書類関係


*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	担任制度により個別の対応を綿密に行っている。その結果、学生の抱える問題を早期に対応できるケースが増え、退学者の低減に繋がっている。
	近年退学者は減少傾向にあるが、中には学校外の問題を含むケースもあり、対応が至らないこともあるのが現状である。


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


5-18　学生相談

	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	5-18-1　学生相談に関する体制は整備され、有効に機能しているか
	4
	有効に機能させている
	個別相談または、アンケートを実施し対応している
	多種多様な学生に対応するために教職員の研修も必要であると感じる
	授業アンケート
面談記録

	5-18-2　学生相談室を開設しているか
	5
	開設している
	担任による個別相談などに利用されている
	定期的な個別相談以外にもより活発に利用されてもよい
	特になし

	5-18-3　学生からの相談に応じる専用カウンセラーがいるか
	2
	専用カウンセラーはいない
	専門学校にはいないが、学園内にはカウンセラーがいる。
	以前よりも精神面に問題を抱えている学生が増えてきたように感じる
	特になし

	5-18-4　留学生に対する学生相談体制は整備され、有効に機能しているか
	NA
	夜間部の課程は留学生の受入れはできない
	入国管理局より確認済みである
	特になし
	特になし


*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	担任制により学生相談の体制は整備されている。学生相談の結果をいかに今後の授業や学生応対に活かせるか、また教職員でどこまで共有できるかが課題である。
	小規模の学校であるため、学生が教員に気軽に悩み事等の相談ができる雰囲気が出来ている。相談を受けた後にそれをどう活かすのかが重要なポイントである。


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


5-19　学生生活
	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	5-19-1　遠隔地出身者のための学生寮等、学生の生活環境への支援は行われているか
	3
	学生寮の支援はないが、近隣の賃貸の紹介を行っている
	遠隔地の入学者には、見学時から住居の件について親身に相談に乗っている
	遠隔地の入学希望者は減少傾向にあるが、確実に住居問題を抱えているため、個別で対応をしていく
	住宅情報
学生会館資料


*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	遠隔地からの志望者は、減少傾向にあるが、遠隔地からの入学者募集向上のためにも、個別での対応によりサポートを行っていく。
	転編入生の場合は、遠隔地から志願者はいるため、住居に関するサポートは必須となる。


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


5-20　保護者との連携
	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	5-20-1　保護者と適切に連携しているか
	3
	原則は本人とのやり取りであるが、問題のある学生に関しては、保護者へ連絡し生活指導を行う
	社会人が大半であるため、基本は本人への指導を心がけている
	保護者との面談後も改善されない場合の対応を検討中である
	会議録


*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	学生の大半が社会人であることから、保護者への対応は比較的若年層の学生に想定される。
	保護者との対応が前面になるケースはごく稀である。学校としても本人への指導のみで対応できることが望ましいと考えているが、場合によっては、早期の保護者への連絡が効果的になると考えている


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


5-21　卒業生・社会人
	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	5-29-18　同窓会が組織化され、活発な活動をしているか
	3
	活動内容を模索中である
	卒業生からのアンケート等を実施し今後の同窓会活動に役立てている
	卒業生との関係性の構築に取り組まなければ同窓会の活発な活動は実現できない
	同窓会アンケート

	5-29-19　卒業生をフォローアップする体制が整備され、有効に機能しているか
	2
	フォローアップ体制をとっている
	個別でのやり取りや求人情報の公開はしている
	学校としての取り組みとしては、機能していない部分が多い
	ホームページ


*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	卒業生と連絡をとりニーズを的確に把握して、母校としてフォローアップできる体制を構築する必要性を感じる。
	同期の人数は決して多くはないが、その分の繋がりの強さが特徴である。


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


基準６　教育環境

	点検大項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	小規模校ではあるが、施設や設備は規則で定められた通り十分に整備されており、学外学習は解剖見学実習及び普通救命講習を実施している。
防災に関しては、学生対象に防災訓練を実施できていないため、今後検討していく必要がある。
	解剖見学実習は解剖学講師の紹介をいただき、神奈川歯科大学で隔年実施させていただいている。主に2、3年生対象のイベントであるが、近年は1年生にも参加希望者がいるため、1年生に関しては希望性にしている。

普通救命講習に関しては、継続して実施している功績より、近隣の消防署より感謝状を贈呈されている。


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


6-22　施設・設備等
	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	6-22-1　施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか
	4
	整備されている
	規則で定められている内容の施設、設備を整えている
	特になし
	学校案内
ホームページ

	6-22-2　施設・設備のメンテナンス体制が整備され、有効に機能しているか
	3
	機能していないところもある
	費用がかかるものに関しては、メンテナンスが十分であるとはいえない
	耐用年数等を把握して必要な手段を講じなければならない
	特になし


	6-22-3　施設・設備の更新に関する計画を立て、計画通りに更新しているか
	2
	大規模な更新の計画は立てられていない。
	更新が必要であることは議題にあがるが具体的な計画は立てられていない
	中長期の展望などからの費用についてよく検討しなければならない
	会議録




*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	養成に関わる施設、設備は整備されているが、メンテナンスに関しては充実しているとは言えない。費用がかかるものは特に計画が立てられていない。
	部門としての中長期の計画をしっかり立て、費用面を考慮しつつ進めていく必要性を感じている。


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


6-23　学外学習・インターンシップ等
	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	6-23-1　学外学習、インターンシップ、海外研修等について外部の関係機関と連携し、十分な教育体制を整備しているか
	4
	整備されている
	解剖見学実習や普通救命講習を実施している
	在校生の多くは社会人であるため、時間などの制約は大きい
	解剖見学実習資料
救命講習テキスト

	6-23-2　学外学習、インターンシップ、海外研修について、その実績を把握し教育効果を確認しているか
	4
	確認している
	解剖見学実習を実施することで解剖学の理解を深めて、勉強に対するモチベーションを上げてもらう
	特になし
	解剖見学実習


*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	解剖見学実習と普通救命講習を学外学習として取り入れているが、今後も様々な外部機関との連携を模索していきたい
	学生のモチベーションアップという観点からも、通常授業では得られない体験を学外学習を通じて感じてもらう効果も期待している


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


6-24　防災・安全管理
	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	6-24-1　防災に対する体制は整備され、有効に機能しているか
	3
	機能している
	組織体制を定め、役割分担を取り決めている
	教職員の体制はとれているので、学生にどのように伝えていくかが課題である
	防火自主点検

	6-24-2　災害を起こす可能性のある設備・機器等の情報は十分に伝えられているか
	3
	教職員は把握している
	実習室や接骨院にある機器の取り扱いは周知されている
	教職員の体制はとれているので、学生にどのように伝えていくかが課題である
	防火自主点検
会議録

	6-24-3　万が一の災害が起きた場合に備えた保険等の処置は十分なものとなっているか
	4
	十分な処置をしている
	入学後に新入生全員が学生生徒災害傷害保険に加入している
	保険への加入と合わせて、万が一も起きないような指導を十分にする必要がある
	学生生徒災害傷害保険加入申請書

	6-24-4　防災訓練を実施しているか
	3
	実施している
	教職員のみの実施に止まっている
	学生を主体とした自主的な防火訓練実施の検討を考える
	防災訓練実施要綱


*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	防災訓練は、教職員のみの実施に留まっているが、全校生徒対象での実施の必要性を感じている。

	学生の大半が社会人であるため、授業外での防災訓練実施の難しさがある。


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


基準７　学生の募集と受け入れ

	点検大項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	学生募集に関しては、近年の厳しい募集状況から、大きな課題であることは間違いない。既存の募集方法に囚われることなく、常に新しい広報手段を実践していくことが必要である。
元来はターゲットを社会人メインに考え、インターネット広告主体の待ちの広報をしがちであった。

近年は高校生もターゲットとして捉え、出張講座を主体に関係性を築いている。まだ、入学生としての実績はでていないが、活動を通じて高校とのパイプを持つことで、学生募集への効果を期待している。


	近年は入学生の定員割れが常態化している。入試に関しては、人物重視のAO入試が主体となり、人物の背景や意欲できる反面、基礎学力の確認ができていないのが現状である。
入学後の学習において不安のある学生も少なくないため、AO入試後の入学前学習や入学後の面談において、早期の対応が必要な学生をピックアップしている。


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


7-25　学生募集活動

	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	7-25-1　学生募集活動は、適正に行われているか
	4
	適正に行われている
	AO、推薦、一般、編入入試を実施し東京都専修学校各種学校協会の入試運用基準に準じている
	本校独自の入試制度なども可能な範囲で検討していきたい
	募集要項
ホームページ

	7-25-2　学校案内等は、志望者・保護者等の立場に立った分かり易いものとなっているか
	4
	分かり易いものの作成に努めている
	毎年改善点を検討し、前年度よりもより良いものを目指している
	他校の学校案内なども参考に作成していく
	学校案内
ホームページ

	7-25-3　志望者等の問い合わせ・相談に対応する体制があるか
	5
	対応する体制はある
	質問や相談については、広報担当者を中心に、学校見学・メール・電話にて対応している
	志望者の情報を担当者間で共有することが必要である
	面談カード

	7-25-4　募集定員を満たす募集活動となっているか
	2
	募集活動の計画を立てているが結果に結びついていない
	近年の入学者数は定員割れである
	常に新しい広報手段を模索し実行に移していく
	広報戦略


*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	志望者・保護者への分かり易い学校案内パンフレット・ホームページを作成し、毎年改善を行っている。

入学者数の目標達成のため、教職員一丸となり広報活動を行っている。
	単科、夜間部のみ、少人数制などの特長をいかに入学検討者にメリットとして伝えていくか、学生募集における大きな課題である。


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


7-26　入学選考
	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	7-26-1　入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき行われているか
	5
	基準に基づき行っている
	AO、推薦、一般、編入入試ともに合否の基準を学則に定めている
	特になし
	学則
内規
入学試験資料

入試判定会議録

	7-26-2　入学選考に関する情報とその推移を学科ごとに正確に把握しているか
	5
	把握している
	入学試験資料・入試判定会議録にて明確に記載している。
	特になし
	入学試験資料
入試判定会議録


*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	入学選考は、適正かつ公平に行われており、情報は明確に記載、保管されており、正確に把握されている。
	AO入試での受け入れが大半となっているが、定員があるため一般入試等の受け入れも常に想定する必要がある。


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


7-27　学納金

	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	7-27-1　学納金は、教育内容、学生および保護者の負担感等を考慮し、妥当なものとなっているか
	5
	減免制度により学生の負担は大幅に減少した
	他の柔道整復師養成校の学納金を比較しても、非常に安価である
	安価な学納金のため入学者数の安定した確保は必須となる
	募集要項
ホームページ

	7-27-2　学納金に関する情報とその推移を学科ごとに正確に把握しているか
	4
	把握をしている。
	各年度の募集要項を保存している。
	今後、推移については、グラフ等で明確にわかるものを作成していく考えである。
	募集要項
ホームページ


*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	減免制度により学納金は安価になったため、広報活動でそのメリットを前面に打ち出していきたい。特に社会人にとって学納金は大きな問題となるケースが多いことも把握した上での戦略が必要である。
	本校独自の学費減免制度を実施している。また支払い方に関しても月払いや窓口持参など本校独自の対応をしている。



	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


基準８　財務

	点検大項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	専門学校の財務の基盤となるものは主に学納金となるため、財務を安定させるために毎年安定した入学者の受け入れを実現することが必須となる。
	学園の一部門として、安定した経営を目指さなければならない。


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


8-28　財務基盤

	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	8-28-1　中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか
	2
	安定しているとはいえない
	入学生者数が安定していないため、財務基盤が安定している状況ではない
	入学生確保のため積極的な広報活動を行う
	資金収支計算書
消費収支計算書

貸借対照表

	8-28-2　主要な財務数値に関する情報とその推移を正確に把握しているか
	5
	正確に把握をしている
	収支状況データの保管を徹底している
	特になし
	資金収支計算書

消費収支計算書

貸借対照表


*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	財務数値のデータ管理は万全であるが、財務基盤の見直しが必要であり改善に努めている。
	特になし


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


8-29　予算・収支計画

	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	8-29-1　年度予算、中期計画は、目的・目標に照らして、有効かつ妥当なものとなっているか
	4
	有効かつ妥当である
	慎重な調整を経て予算は策定されている
	入学生数減少の有効な対策が必要である
	資金収支予算書

消費収支予算書

	8-29-2　予算は計画に従って妥当に執行されているか
	4
	妥当に執行している
	予算計画に従って執行しており、経費の圧縮を図っている
	固定費も含めて経費削減にも努める必要がある
	資金収支予算書
消費収支予算書


*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	予算・収支計画を有効かつ妥当なものにするため、安定した入学生確保の対策が必要不可欠である。
	特になし


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


8-30　監査

	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	8-30-1　財務について会計監査が適正におこなわれているか
	5
	公認会計士の監査を行っている
	学園で公認会計士2名と契約しており、定期的に監査を受けている
	特になし
	監査時意見書

	8-30-2　会計監査を受ける側・実施する側の責任体制、監査の実施スケジュールは妥当なものか
	5
	定期的に監査を実施している
	責任体制については、学園のそれぞれ各部門が責任を担っている。スケジュールについては妥当と考えている
	特になし
	監査時意見書


*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	会計監査は、特に問題もなく現状維持に努める
	特になし


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


8-31　財務情報の公開

	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	8-31-1　私立学校法における財務情報公開の体制整備はできているか
	5
	体制整備はできている
	学園本部で財務情報の公開を担当している
	特になし
	資金収支計算書
消費収支計算書

貸借対照表

	8-31-2　私立学校法における財務情報公開の形式は考えられているか
	NA
	学内では考えられていない
	専門学校としての検討は特にはない
	特になし
	特になし


*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	財務情報公開について体制は整っているが、学内での検討などはない。
	特になし


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


基準９　法令等の遵守

	点検大項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	関係法令及び設置基準に関しては、施行規則を始めとして定められている通り遵守されている。
特に個人情報保護に関しては管理や運用に細心の注意を払っており、教職員へ注意の喚起を行っている。
自己点検・自己評価に関しては、システムは確立しているものの、実態に即していない部分もあり、今後はどのように実際の運営に関わらせることができるかが課題となってくる。
	特になし


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


9-32　関係法令、設置基準等の遵守

	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	9-32-1　法令や専修学校設置基準等が遵守され、適正な運営がなされているか
	5
	適正な運営がなされている
	専修学校として適正な運営を心がけており、指導により改善も行っている
	特になし
	学則

	9-32-2　法令や専修学校設置基準等の遵守に関して、教職員・学生等に対する啓発活動を実施しているか
	2
	特段実施していない
	教職員は基準について周知されていると判断しており、学生にはそもそも啓発が必要という判断をしていない
	教職員の理解度を確認する必要はある
	特になし


*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	法令や設置基準を文章化し遵守できる体制作りを整備している
	特になし


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


9-42　（1/1）

9-33　個人情報保護

	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	9-33-1　志願者、学生や卒業生および教職員等学校が保有する個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか
	4
	対策はとっている
	主に事務責任者が管理している
	特になし
	住所録
成績一覧表

	9-33-2　個人情報に関して、教職員・学生等に対する啓発活動を実施しているか
	3
	教職員に対する啓発活動は実施している
	会議などで資料やデータの管理について議題をあげている
	学生に関しての啓発は進んでいない
	会議録



*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	個人情報の保護に関しては、細心の注意を払って対応しないといけない問題であり、特にPC内のデータはウイルス等にも気をつけなければならない。
	特になし


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


9-34　学校評価
	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	9-34-1　自己点検・自己評価を定期的に実施し、問題点の改善に努めているか
	3
	実施して問題点の改善に努めている
	養成施設としての自己点検を行い、問題の改善に努めている
	特になし
	自己点検・自己評価表

	9-34-2　自己点検・自己評価に関する方針は確立されているか
	4
	確立されている
	学則に表記し教職員へ周知している
	特になし
	学則

	9-34-3　自己点検・自己評価に関する方針は関係者に対して正確に伝わっているか
	3
	伝えている
	文書等により伝えている
	特になし
	特になし


*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	私立専門学校等評価研究機構が作成した基準に基づく自己点検・自己評価を実施している
	特になし


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


9-35　教育情報の公開
	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	9-35-1　自己点検・自己評価結果は公開しているか
	3
	公開している
	閲覧希望者に対して公開をしている
	特になし
	自己点検・自己評価報告書

	9-35-2　自己点検・自己評価結果の公開に関する方針は確立されているか
	3
	確立されている
	方針については、学則にも明記している
	より方針の確立を目指していく
	学則

	9-35-3　自己点検・自己評価結果の公開に関する方針は関係者に対して正確に伝わっているか
	3
	伝え切れていない部分もある
	作成に携わっていない教職員に伝えきれていない
	職員会議の議題にあげて周知徹底を行う
	特になし


*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	システムは確立しているので実態に合わせて運営に関わらせることを検討したい
	特になし


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


基準１０　社会貢献・地域貢献
	点検大項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	柔道整復師の養成校として社会貢献及び地域貢献はより積極的に実施していきたい。特に区や町内会との連携は少しずつ進められているので、今後とも良好な関係性を築いていけるよう、ボランティア活動に従事していきたいと考えている。
	教育機関として、地域と密接に活動することはとても大きな意義があると感じている。授業が夜間に実施されるため、日中は教職員が柔軟に行動できることも強みである。


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


10-36　社会貢献・地域貢献
	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	10-36-1　広く教育機関、企業・団体、および地域との連携・交流を図っているか
	4
	企業・地域との連携・交流を図っている
	接骨院グループとの提携、区民対象のスポーツ大会等にボランティアとして参加している
	連携・交流を図ることで新たな取り組みが可能になるため、今後より活性化させていきたい
	協定書

	10-36-2　学校の資源を活用し、生涯学習事業や附帯教育事業を行っているか
	3
	生涯学習事業を行うこともある
	一般の住民対象に講座などを開講することもある
	より積極的に施設を活用し、地域交流を図りたい
	使用資料他

	10-36-3　学校の施設・設備を開放するなど、地域社会と連携しているか
	4
	地域社会が利用するケースが増えてきた
	区役所の申し出により地域住民が定期的に使用している
	施設を利用してもらうだけではなく、本校をより広く周知させたい
	施設利用申込書

	10-36-4　諸外国の学校などと連携し、留学生の相互の受け入れ、共同研究・開発を行っているか
	NA
	行っていない
	夜間部のため留学生の受け入れができない
	特になし
	特になし


*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	柔道整復師の養成校として地域貢献、社会貢献を積極的に行っていく必要がある。
	荒川区主催の子供のスポーツ大会や近隣の高校でのテーピング講座などを積極的に実施している。


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太


10-37　ボランティア活動

	点検小項目
	*点検の
進み具合
	ア　現状認識・評価等
	イ　アの根拠
	ウ　課題とその解決方向
	参考資料

	10-37-1　学生のボランティア活動を奨励、支援しているか
	NA
	ケースが少ない
	社会人の学生が多い中でボランティア活動を実施するケースが少ない
	実施することがあれば支援する方向で検討したい
	特になし

	10-37-2　学生のボランティア活動の状況を把握しているか
	NA
	ケースが少ない
	学生の自主性に任せている
	ボランティア活動に積極的に参加できる体制が必要であると考える
	特になし


*　5.完璧　4.かなり進んでいる　3.普通　2.やや足りない　1.ほとんど進んでいない　NA.当てはまらない

	点検中項目総括
	特記事項（特徴・特色・特殊な事情等）

	学生の社会活動のバックアップの充実が今後の課題であると考える
	特になし


	最終更新日付
	2018年9月25日
	記載責任者
	皆川　健太



